
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
・コの字型机配置・4人組グ
ループ学習授業の定着

・ICTを活用した授業の充
実
・EDOスクの効果的な活用

・読書科、総合的な学習の
時間のテーマに沿った探究
学習の授業の実施

・各学期に全学年で
実施

・補強運動を年間指導計画
に基づいて確実に実施する

・毎時間の授業開始
時５分間を帯活動に
していく

・昼休みを確保し、週に一
度でも外で遊ぶように促し
ていく

・全校で80％以上に
する

・６月の実施に向けて、年
度当初から各種目について
授業中に習熟させていく

・今年度は区平均と
し、次年度は６月実
施で都平均を越える

・校内支援会議、特支運営会議
を実施し、テストも含め、個に
応じた支援の共通理解を図り対
応する

・生徒向け学習アン
ケートで、肯定的な
回答を８割以上にす
る

・4人組グループ学習、コ
の字型机配置を継続し、自
分のペースで学習できる手
立てや資料を用いた授業の
実施

・生徒向け学習アン
ケートで、肯定的な
回答を8割以上にす
る

・支援記録を作成し、隔週
実施の特別支援会議で状況
把握し、登校支援の手立て
を検討する

・不登校生徒の出現
率を４％以下にする
・どこともつながら
ない生徒の割合を
０％にする

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

○エンカレッジサポー
ターと連携した登校支
援

学
力
の
向
上 〇読書科の更なる充実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

○個に応じた支援（合
理的配慮）の理解と推
進

○ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

体
力
の
向
上

○運動意欲や基礎体力
の向上

○昼休みの外遊びの推
奨

○体力テストの取組の
強化

前年度までの本校の現
状

・新しく異動してきた教員も、４人組・コの字型の授業を理解し、生徒が主体的に学習する授業の
実現が図れた
・キャリア教育、性教育、安全教育などにおいて、外部人材を招くことができ、より本物から学ぶ
学習の実現が図れた。

・昨年度、異動者が半分近くいたため、校内研修を月２回のペースで実施したため、学年会等の会議が少なく、意思疎通が時間
が確保できなかった。
・クボタスピアーズのタグラグビー教室が特別支援学級のみの実施にとどまってしまった。
・通常学級と特別支援学級の職員室が別になっているため、情報共有がなかなか図れない状況があった。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

令和７年度　江戸川区立二之江中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標

全校：「いま」「ここ」で頑張る生徒を育てる　江戸川区で一番の心のこもった挨拶のできる学校
・健康で心豊かな人　　・自ら学び実行する人　　・協力し合い責任を持つ人
特別支援学級：社会的自立を目指し、人との関わりの中で心豊かな生活を営む力をはぐくむ
・身辺生活の確立と処理　・基礎的学力の定着　・コミュニケーション能力の育成

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

すべての生徒が主体的に学習できる学校　本気で取り組む学校　互いを大切にし、温かい空気感のある学校
心のこもった挨拶ができる生徒　夢を語ることができる生徒　人の気持ちを大切にできる生徒
プロ意識が高い教職員　「自分の後ろ姿」で指導ができる教師　人を大切にし、相手にベクトルが向いている教師

○授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得、家
庭学習習慣に対しての
学校の組織的対応の実
施・充実

・全国学力調査でAB層
を6割以上にし、平均正
答率を都平均以上にす
る
・区学力調査で、AB層
を7割以上にし、区平均
より10ポイント以上に
する

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)



・いじめ防止基本方針を理
解し、全教職員が共通理解
のもと、対応できるように
する

・いじめアンケート
及びいじめに関する
授業を各学期で実施
し、早期対応につな
げる

・校内の出来事を発信する
・保護者会や土曜授業、道
徳授業地区公開講座の実施

・各学年で担当者を
決め、毎日学校HPを
更新していく
・保護者の学校評価
アンケートの回答率
を80％以上にし、そ
のうち肯定的な意見
を80％以上にする

・コミュニティスクール準
備委員会委員に学校づくり
の一員であるという認識を
もたせられるよう年６回の
協議会を開催する

学校関係者評価でA
の項目が8割以上に
する

・会議等のペーパーレス化
・定時退勤日

・月70時間以内が平
均勤務時間となる教
員を7割以上にする

・学校が管理すべき財産の
整理整頓

・電子データ中心の
業務に転換し、ファ
イルサーバー内の
フォルダやファイル
の整理整頓を行う

・二之江中を愛し育てる会
の標語コンクールの実施
・生徒会によるクリーニン
グ計画（地域差清掃）や地
域行事へのボランティア参
加

・各学期に全学年で
実施
・民舞和太鼓部、吹
奏楽部、手芸ボラン
ティア部等の部活動
や生徒会による地域
活動に積極的に参加
する

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

○学校（園）ホーム
ページの充実
○学校（園）公開の実
施・充実

○教育活動の改善・充
実に向けた学校関係者
評価の実施

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

働き方改革プランに基
づく取組の実施

○効率的な事務の運用

○自己有用感及び愛校
心を育む取組

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

○いじめの未然防止と
発生後の初期対応の迅
速化


